
鉗子の背側利用という新たな発想！！

●バックフリクション（背側摩擦）による臓器挙上の可能性

把持部の両面にギザがある事で把持＋挙上を実現

●両開き先端部の最大開き角度８０°

●片開き先端部の最大開き角度５０°

●操作ノブを回転させることにより

先端端把持部の角度を微妙に調整可能

（ハンドルを握った状態でも軽い操作で回転）
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